
　
　3年生は「みどりの学校」の活動として、北大通周辺の施設を巡るフィールドワークを行いました。
活動は釧路駅をスタート地点として、地図を手がかりに北大通周辺を探索するところから始まりまし
た。子どもたちは地図を広げ、方角を確かめながら、「今いる場所はここだね」「次はどちらに向か
うのかな」と見通しをもちながら行動しました。
　今回の活動では、地図記号を手がかりに目的地となる施設を探しながら、実際のまちの様子を確か
めていきました。北大通周辺には、市役所や図書館、駅といった公共施設のほか、多くの観光客が訪
れる和商市場など、さまざまな施設が集まっています。子どもたちは地図上の記号と実際の建物を照
らし合わせながら、「この記号は図書館だ」「駅の近くに市役所があるね」と互いに確かめ合い、協
力しながら目的地を目指しました。実際に現地を歩く中では、地図上の距離感と実際の感覚の違いに
気付き、実際に歩くことで新たな発見があり、学びを深める様子が見られました。
　また、公共の場でのマナーを意識しながら行動する姿からは、集団の一員としての自覚も育まれて
いることが感じられました。今回の活動を通して、地図を活用して釧路のまちについて考える力を高
めるとともに、仲間と協力しながら行動することの大切さや、自分たちの住む地域のよさを改めて感
じることができました。今後は、今回のフィールドワークで得た発見を社会科の学習に生かしなが
ら、地域への理解をさらに深めていきます。
　

令和８年6月２４日（水） 

３年生みどりの学校

　午後は、午前中に巡った北大通周辺での学びを整理するため、大きな地図を使って振り返りを行いま
した。子どもたちは、見学してきた施設や印象に残った場所を地図上に書き込みながら、「市役所はこ
のあたりだったね」「和商市場は駅の近くだったね」と、実際の経験を思い出し、位置関係を確かめて
いました。
　地図記号や方角の学習を生かしながら、施設の場所を正しく表そうとする姿が見られ、午前中の活動
と結び付けて理解を深めている様子がうかがえました。振り返りでは、自分たちの住む地域と北大通周
辺を比較し、「公共施設が多く集まっていたこと」「観光客が多くにぎやかであったこと」「自分たち
の地域とは雰囲気が違うこと」などの気付きを言葉にして整理していました。
　実際の体験を地図に再構成することで、地域の特徴をより具体的に捉え直す学びとなり、まちを見る
視点の広がりにつながりました。
　子どもたちが安全に活動し、自分たちで選んだ場所を巡りながら主体的に学ぶことができました。保
護者の皆様のご理解とご協力に心より感謝申し上げます。
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